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○軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例（平成24年10月23日条例第65号） 

 

（入所申込者等に対する説明等） 

第十三条 軽費老人ホームは、サービスの提供の開始に際しては、あらかじめ、入所申込者又はその

家族に対し、運営規程の概要、職員の勤務の体制その他の入所申込者のサービスの選択に資すると

認められる重要事項を記した文書を交付して説明を行い、当該サービスの提供に関する契約を文書

により締結しなければならない。 

２ 軽費老人ホームは、前項の契約において、入所者の権利を不当に狭めるような契約解除の条件を

定めてはならない。 

３ 軽費老人ホームは、入所申込者又はその家族からの申出があった場合には、第一項の規定による

文書の交付に代えて、規則で定めるところにより、当該入所申込者又はその家族の承諾を得て、当

該文書に記すべき重要事項を電子情報処理組織を使用する方法その他の情報通信の技術を利用する

方法であって規則で定めるものにより提供することができる。この場合において、当該軽費老人ホ

ームは、当該文書を交付したものとみなす。 




